
「大学の世界展開力強化事業」採択
国内外10大学連携により次世代知的リーダー育成目指す

アフリカにおける「平和のオアシス」
－アジア・アフリカ学術基盤形成事業始動

　OSIPPが文部科学省「大学の世界展開力強化事業」に申請していた、「『アジア平和＝人間の安全保障大学連合』を通じた
次世代高品位政策リーダーの育成」構想が、この度採択された。今後5年間にわたり、OSIPPを主催大学として、「平和・人間の
安全保障」教育に実績をもつ広島大学、長崎大学、名桜大学の国内４大学と、パヤップ大学（タイ）、ナンヤン工科大学（シンガ
ポール）、デ・ラ・サール大学（フィリピン）、シアー・クアラ大学（インドネシア）、国立東ティモール大学（東ティモール）の東南アジア5大
学および国連平和大学（コスタリカ）とが連携し、学生交流事業などを通じ、次世代リーダーを育成することを目指す。
　学生たちは本事業の助成を得て、短期（2週間程度）または1セメスター（6か月程度）、国内大学と東南アジア諸大学へ相互に
留学し、それぞれの専門分野での研鑽を深める。国連平和大学はカリキュラム開発などで協力する。本事業責任者の松野明久
教授は「世界は広い。どんどん出かけて行って、自分の目と耳と心で学んでこよう」と学生にメッセージを送った。

　OSIPPが日本学術振興会「アジア・アフリカ学術基
盤形成事業」に申請し、採用された「南部アフリカにお
ける『平和のオアシス』形成に向けた研究ネットワーク
の制度化」事業の一環として、９月23日から25日にか
けて、ザンビア・ルサカにて「南部アフリカにおける紛争
仲介・和解」と題したセミナーが開催され、国内外の研究者12人が研究発
表を行った。本事業は３年間にわたる南部アフリカとの交流事業を予定
し、現在、共同研究や無料オンライン・ジャーナルの設置等を進めている。
　コーディネーターのヴァージル・ホーキンス准教授は、「最大の紛争地で
あるにも関わらず、世界から十分に注目を浴びていないアフリカでこそ、紛
争研究を強化すべき。ルサカに研究拠点を設立し、
研究者だけではなくメディアや紛争当事者などが集
える場所にしたい」と、事業への意気込みを語った。ま
た、同事業の一環として、12月１日にはOSIPP棟にて、
「南部アフリカにおける民主主義の欠如： 経済と政治
のつながり」と題し、南アフリカ・フリーステート大学の
フセイン・ソロモン教授を招いた講演会も行われた。

第17回OSIPPアドバイザリーボード開催
　11月15日、学内外の有職者がOSIPPの活動について評価、提言を
行う「OSIPPアドバイザリーボード」の第17回会合が開催され、9人の
委員と16人の教員が出席した。

　金森順次郎委員（大阪大学元総長）が議長を務め、村上正直教授
の司会進行のもと、星野俊也研究科長、野村茂治教授らが、OSIPPの
入試状況、研究・教育活動、修了生の進路、社会貢献、OSIPPが今後
行う新たな事業等について説明した。
　委員からは、「OSIPPが目指すものをさらに明確にすべきところもあ
る」、「世界に目を向けるだけではなく、地元大阪の問題解決を追究す
る在り方にも期待したい」といった意見が寄せられた。星野研究科長は
「頂いた貴重な意見はぜひとも役立てていきたい」と述べた。

アドバイザリーボード委員名簿（50音順、敬称略）
アレクサンダー・オルブリッヒ（大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事）
稲村和美（尼崎市長）
井上克郎（大阪大学情報科学研究科長）
上野昌也（公益社団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン理事長）
大坪　清（レンゴー株式会社代表取締役社長）
金森順次郎（山田科学振興財団理事長・大阪大学名誉教授）
金　碩基（駐大阪大韓民国総領事）
幸田武史（大阪府政策企画部長）
柴田直治（朝日新聞社本社論説副主幹）
鈴木　厚（日本貿易振興機構大阪本部長）
辻本　賢（OSIPP同窓会「動心会」会長）
鄭　祥林（中華人民共和国駐大阪総領事）
パトリック・J・リネハン（駐大阪・神戸アメリカ合衆国総領事）
マルガリータ・M・ボット（在大阪・神戸オランダ総領事）
山口　壯（民主党衆議院議員）講演するソロモン教授
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「国際人道法集中講座」が開講
　９月19日から22日にかけて、OSIPP棟にて、「第1回国際人道法集中
講座」が、赤十字国際委員会（ICRC）、神戸大学、OSIPPの主催、外
務省、日本弁護士連合会、日本赤十字社の共催で開催された。
　同集中講義では、初日に長嶺安政外務省国際法局長が「国際人
道法と日本の役割」の題目で基調講演を行ったほか、真山全OSIPP
教授を始め、藤田久一関西大学名誉教授、坂元茂樹神戸大学教授、
岩本誠吾京都産業大学教授、新井京同志社大学教授、林美香神戸大学准教授、中出雅治大阪赤十字病院国際医療
救援部長、ICRCのリチャード・デガニエ地域法律顧問とアンドレ・クルージ軍事顧問が英語及び日本語で4日間に渡り、国際
人道法をテーマに講義を行った。「敵対行為への直接参加」に関する講義では、「兵士に脅迫されて、爆弾を製造、設置
する女性は敵対行為へ直接参加していることになるか」等の設問に対し、白熱した議論が交わされた。
　受講者からは、「講師が第一線で活躍する専門家ばかりで、国際人道法を学ぶ者にとって夢のような４日間だった」との
感想が聞かれた。

「良い首脳外交」とは ―日印協会理事長平林氏講演 
　11月10日、大阪大学会館にて、公益財団法人日印協会の平
林博理事長を招き、OSIPP政策フォーラム「体験的外交論」が
開かれた。
　平林氏は、駐仏・駐印大使
等の要職を歴任した経験を有
する。本フォーラムで平林氏
は、世界情勢の変容と政治体
制について概説した後、外務
省勤務や内閣外政審議室長
として数々の外交の場に立ち
会ってきた経験をもとに、戦後
日本の首脳外交に対する評価を述べ、「良い首脳外交」に求
められる条件や日本が直面する重要課題について熱く語った。
　その切れ味の鋭い語り口とユーモアあふれる解説で、会場
が笑いに包まれる場面が多く見られ、講演終了後には約220
人の聴衆から温かい拍手が贈られた。

日EU間国際取引について専門家が議論
－シンポジウム「EU国際取引法と日本企業の今後」
　９月13日、中之島センターでEUインスティテュート（EUIJ）関西主
催、大阪大学共催の国際シンポジウム「EU国際取引法と日本企業
の今後」が開催され、欧州連合（EU）と日本の取引活動に伴う法律
問題や、日EU関係の展望に関心を持つ公認会計士や国際弁護士
など42人が参加した。
　第１セッション「日EU間自由貿易協定（FTA）締結に向けた課題と展望―政策の現場から」では、相航一外務省経済局国
際経済課長とニコラオス・ザイミス駐日欧州連合代表部通商部長がFTAや経済連携協定（EPA）の政策・協定の枠組みにつ
いて語った。第２セッション「EU通商法と日本企業のこれまでの取り組みと将来」では、実際に取引活動をする際に直面する課
題・解決策について、アーンスト＆ヤングのベンヤミン・ニックスドル
フ弁護士と有限責任監視法人トーマツの安田寛哉シニア・マネ
ージャーが講演した。パネルディスカッションでは、日EU間をはじ
めとする国際取引に関する制度や法的枠組みと実際の企業ビ
ジネスとの相互関係などについて活発な議論が交わされた。

　11月13日、OSIPP招へい教授の川端清隆国連政
治局安保理担当政務官を囲み、「国連安保理改革と
日本」と題したシンポジウムがOSIPP棟にて開催され
た。本シンポジウムは、竹内俊隆教授を研究代表とす
る科研（基盤B）プロジェクト「国連安保理改革の重
層的研究： 歴史、政治、投票力、実効性の観点から」の
一環。ホーキンス准教授、敦賀和外大阪大学グロー
バルコラボレーションセンター准教授らとともに、国連
の安全保障機能とその課題、日本の役割について議
論した。川端氏は、日本の常任理事国入りについては
国内での議論が未熟であると指摘し、「国連による国
際貢献とは、誰のためになぜ行うのかを明確にするこ
とが欠けている」と訴えた。
　会合は安保理改革について現状認識を深めるとと
もに、今後の展望について考える有益な機会となった。

国連安保理改革シンポジウムが開催
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◆ 新任教員紹介 ◆ 山田 浩之講師
　山田浩之氏が９月1日付でOSIPPの講師に就任した。山田氏は、慶應義塾大学経済学部卒
業後、青年海外協力隊を経て、東京大学経済学研究科修士課程を修了し、シカゴ大学で経済
学の博士号を取得した。世界銀行でコンサルタント、国際通貨基金（IMF）でエコノミストとして
の勤務を経て今回の着任となった。
　主な論文に“Causal effects of sex preference on sex-blind and sex-selective child avoidance 
and substitution across birth years: Evidence from the Japanese year of the fire horse”
（Journal of Development Economics, vol. 92, no.1, May 2010）（共著）などがある。
　OSIPPについては「オープンな学生が多く、接しやすい印象」と語り、「勉強をするのではな
く、自分の専門能力を磨くという気持ちで頑張ってほしい。在学期間は限られているので、興味あるものに積極的にチャレン
ジしてほしい」と学生へ言葉を送った。

いざ世界へ ―OSIPP生、国際イベントで大活躍
　８月10日から14日にかけて、韓国・仁川
で開催された「グローバル模擬国連
（Global Model United Nations）」に、国
連広報部により選抜されたM1の5人（青
木哲也さん、張晨鳴さん、中野雄介さん、
西嶋桃子さん、楊潤娥さん）が参加した。
　グローバル模擬国連は、国連主催の
模擬国連世界大会として2009年に初め

て開催され、今大会は第3回目。参加者は世界各国の政府代表に扮し、実際の国
連会議と同様に各国の立場から国際問題について討議を行い、交渉、合意形成を
重ねて最終的な決議を採択するまでを疑似的に経験する。今年はOSIPPからの5
人を含む、世界各地の現役大学生・大学院生約600人が結集し、仁川市長主催の
開会式では、潘基文国連事務総長も来場し、未来のリーダーたちを激励した。
　また、青木さんは9月に中国・成都で開催された日本模擬国連主催「第2回日中韓
ユース・フォーラム」にも参加。本フォーラムは、異文化交流を通じての相互理解の促
進、国際問題を理解する機会の提供、社会に貢献する人材の育成の提供などを理
念とする。青木さんは、「どちらのイベントにも問題意識が高く、未来志向の学生が多
く集まっていた。こうした学生と国際問題に関する意見を共有できたことは有意義で
あり、国際的感覚を養うことができた」と語った。

　11月４日、大学教育実践センターに
て、被災地支援や途上国援助に情熱を
もって取り組む俳優の塩谷瞬氏による講
演会「塩谷瞬からのメッセージ―途上
国支援のあり方と阪大生にできること」
が、OSIPP政策フォーラムと学生団体
OUEST（ウエスト）の共催で催された。

　講演では、東ティモールで撮影され
た写真の紹介とともに、海外からの具
体的な支援方法やその問題点につい
て説明がなされた。塩谷氏は、「資金
援助するだけでなく、自分たちで何かを
しなければという意識・自立心を持つ必
要性を、現地の人には伝えなければな
らない」と述べた。また、学生に対して
は、「問題を解決する方法を自分たち
で考えて、それを実践に移してほしい」
と語りかけた。

映画「パッチギ！」主演塩谷氏、
途上国支援のあり方を語る

蓮舫大臣からの激励メッセージ：大学院生による公開模擬事業仕分け
　12月22日、大阪大学会館にて「大
学院生による公開模擬事業仕分け」
が開催された。本イベントは、OSIPP
生が模擬的に事業仕分けを行うこと
により、税金の使途や行政のあり方に
ついて学ぶと同時に、本学学生及び
一般の聴衆とともに政策について考
える場の提供を企図したもの。OSIPP
と法学研究科附属法政実務連携セ

ンターにより主催され、内閣府行政刷新会議事務局と学外研究者らの協力を得
て行われた。
　イベント冒頭では、蓮舫内閣府特命大臣からの「皆さん世代が国の予算や財政に関心を持つことは非常に大切。素晴らしい
議論を期待する」とのOSIPP生らに向けたメッセージが代読された。模擬仕分けでは、国土交通省による訪日旅行促進事業、厚
生労働省による就労支援事業、経済産業省による中小商業活力向上事業の3つのテーマが取り上げられた。

左から西嶋さん、中野さん、張さん、 
赤阪清隆国連広報担当事務次長、青木さん、楊さん
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「図々しいぐらい頑張れ」 ―IOM岸田典子氏による講演

　東日本大震災の被災地でのボランティア活動をしたいと考えていたM1の長谷明日香さんと松浦
彩さんが、阪大の学生被災地支援プロジェクト「ACTION student project for ３.11」に参加し、
５月27日、宮城県気仙沼市での週末ボランティア活動に従事した。
　３月11日の震災当日は東京にいて帰宅困難者となり、ホテルのロビーで一夜を過ごした長谷さん。
「ホテル側から善意で貸し出された毛布にくるまり、無料で配布されたコーヒーが温かった」と語っ
た。被災者を応援したいという強い気持ちから、ボランティア活動に参加したという。気仙沼市に到
着した日は、どんよりとした天気の中、山積みになった瓦礫の撤去作業に専念した。現地で被災した人の「生き残ってしまった」とい
う言葉が印象的で忘れられないという。
　松浦さんも気仙沼市では主に施設の瓦礫撤去を担った。震災後に何もしていないことへの申し訳ないという気持ちから活動に
参加。瓦礫の山に埋もれる気仙沼市と津波が残した爪痕を、自分の目で確認し肌で感じたことは、テレビの映像から受けた印象と
全く異なった。そして、「復興には長い時間を要する」と感じた。大阪に戻ってからは、宿主から聞いた燃える気仙沼市の状況など、
活動を通じて見聞きしたことを伝え、震災があったことを人 に々忘れられないようにしたいという。
　OSIPPでは農村地域のサポートや女性への支援のあり方に関して「コミュニティビジネス」の観点から研究を進める長谷さん。被

災地での活動も研究テーマに影響を与えたそうだ。一方、松浦さんは、紛争解決を担う裁判
所の役割について研究してい
る。研究テーマはそれぞれ異な
るものの、共にOSIPPで公共マ
インドを身につけ、来年卒業後に
は「社会の溝を埋める仕事」に
就き、「人の役に立ちたい」と２人
は将来への決意を新たにする。

　10月４日、国際移住機関（IOM）ナイロビ地域事務所にてプログラム・モニタリング・
オフィサーとして勤務する岸田典子氏（OSIPP博士後期課程2年）が、IOMや自身
の仕事に関する講演を行った。
　岸田氏はケニア、ソマリアを中心とした東アフリカ諸国でのプロジェクトのモニタリン
グを行っている。講演では東アフリカ諸国の画像を流しながら、モニタリングの仕事内
容について紹介し、IOMで働くことの面白さや自身が学んだこと、インターンシップ申
請方法などを語った。最後に、より多くのOSIPP生が国際機関で活躍することを期待すると述べ、「周りの人から図 し々いと思わ
れるぐらい頑張ってください」とOSIPP生を激励した。

研究の成果、発揮なるか
―論文口頭報告審査会開かれる
　12月６日から８日にかけて、OSIPP棟
において論文口頭報告審査会が行わ
れ、M2の学生36人と、D3の学生４人が
これに臨んだ。審査にあたった各教員か
らは、どういった観点からの論文なのか、
何に貢献できているのかなどといった質
問がなされ、報告者たちは時折苦心しな
がらも懸命に回答していた。M2の寺谷
渉さんは、「鋭いご指摘を頂き、改めて研
究を更に深めていこうと思いました」と
語った。

　８月19日、「国益と国際公益に携わ
る職業―その魅力とやりがい」と題し
た講演で、外務省経済局経済安全保
障課に勤務する原琴乃氏（OSIPP博
士後期課程修了）が外務省勤務と
OSIPPについて語った。講演会には、
大阪大学のオープンキャンパスに参加
した高校生及びOSIPP生を含めた約
50人が集まった。「外交」という仕事を「ODA外交、文化外交、経済外交」など複数
の観点から説明し、「国益」と「国際公益」について語った。また、OSIPPで学ぶ魅力
について「複合的観点から物事を捉え、考える力を培う機会に恵まれた。分析に終
わらず、公共政策への提言まで行うことの大切さを学んだ」と述べた。

被災地での週末ボランティア活動に参加
長谷 明日香 さん（M1）、松浦 彩 さん（M１）

気仙沼市での流された家屋の撤去作業

　OSIPP政策フォーラムが下記のとおり開催された。
▼11月4日 塩谷瞬氏（俳優）「塩谷瞬からのメッセージ
―途上国支援のあり方と阪大生に出来ること」

▼11月10日 平林博氏（公益財団法人日印協会理事長、
元駐仏・駐印大使）「体験的外交論」

◆OSIPP政策フォーラム◆

左から松浦さん、長谷さん

OSIPP修了生、外務省・原氏による講演
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　11月14日、米国カリフォルニア州にあるモントレー国際大
学（MIIS）のリクルーターによる説明会がOSIPP棟で開
かれ、リクルート・マネージャーのデイトン・ヒューズ氏による
カリキュラムや現地生活に関する説明がなされた。
　参加した学生からは、留学手続きや奨学金制度に関し
て活発な質問が相次ぎ、「MIISへの留学は魅力的であ
り、機会があれば是非チャレンジしたい」との感想が聞か
れた。

米国大学院留学説明会開催

　10月３日、平成23年度秋季入学式が、OSIPP棟にて執り
行われ、博士後期課程に３人が入学した。入学式では、星
野研究科長からの祝辞に続き、各教員が自己紹介を行
い、博士後期課程の学生としての心構えの必要性を説い
た。星野研究科長は、「OSIPPは１つの家族のようなもの。
何でも相談に来てほしい」とメッセージを送った。

リンゼイ・ブラック（Lindsay Black）氏
　オランダ・ライデン大学講師。専門は国際関係理論。
OSIPP招へい期間は８月１日～８月31日。

フセイン・ソロモン（Hussein Solomon）氏
　南アフリカ・フリーステート大学教授
（政治学博士）。専門はアフリカの
安全保障、紛争解決など。著書に
Challenges to Global Security: 
Geopolitics in an Age of Transition , 
2008がある。
　OSIPPでは、諜報機関の問題か
ら見る南アフリカにおける民主主義

の衰退について研究を行った。OSIPP生へは「どんどん
海外へ行き視野を広げ、最先端を開拓してください」と
メッセージを送った。招へい期間は11月１日～12月31日。

平成23年度秋季入学式が開かれる

◆海外からの招へい研究員紹介◆

OSIPP紀要『国際公共政策研究』発行

◆NPO研究フォーラム◆
　NPO研究フォーラムが以下のとおり開かれた。
▼10月16日　坂本治也氏（関西大学法学部准教授）
「NPOのアドボカシーに関する実証分析」、冨田
雄二氏（吹田市副市長・関西大学客員教授）
「市民社会へ挑戦する地域市民とRegional 
Governanceのコンフリクト」

▼11月６日　埴淵知哉氏（日本学術振興会特別研
究員PD（立命館大学）「近隣の社会関係資本―
その規定要因と健康影響を探る」、張峻屹氏（広
島大学大学院国際協力研究科教授）「市民生
活行動学の構築に向けて：調査・分析の方法論」

▼12月４日　劉安琪氏（M2）、盧憶氏（M2）、角野
隆則氏（D3）「ソーシャルキャピタルの実証分析：
犯罪、スポーツ、文化的多様性」

◆待兼山セミナー(大阪大学経済学研究会)◆
　待兼山セミナーが下記のように行われた。
▼８月８日　Giuseppe Cavaliere氏（University of Bologna） “Bootstrap Sequential 

Determination of the Cointegration Rank in VAR Models”
▼９月22日　Ronald M. Harstad氏（University of Missouri） “Political Economy Field 

Experiments Become Possible”
▼10月27日　横山和輝氏（名古屋市立大学） “Let It Be: Bank Bailouts of 1927”
▼11月17日　大谷一朗氏（大谷経済政策コンサルタンシー・元IMF中国事務所所長） 

“China’s Capital Controls and Interest Rate Parity: Experience during 1999 - 2010 and 
Future Agenda for Reforms”

▼11月24日　Eric Weese 氏（Yale University） “Efficiencies of Scale in Local Public 
Goods － Revealed Preference Estimates from Japanese Municipal Mergers”

▼12月１日　青木浩介氏（東京大学） “Bubbles, Banks and Financial Stability”
▼12月22日　山崎泉氏（コロンビア大学） “The Effect of Education on Earnings and 

the Probability of Working in the Informal Sector in South Africa”

院生会主催ハロウィンパーティー（10月31日）
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　和仁准教授が本書に出会ったのは大学院修士課程一年目。「私の研究の出発点となった本です」と振り返った。同准教授の
主たる研究対象は国際法における中立制度であるが、中立制度に関心を持つきっかけとなったのが本書であった。
　著者の石本泰雄教授は、大阪市立大学や上智大学で教鞭をとった国際法学者。本書は、伝
統的国際法から現代国際法への「構造転換」に関する諸論考をまとめた論文集だ。この「構造
転換」は、戦争の在り方に変化があったことと大きく関係している。第一次世界大戦以前の国際
法では、戦争は自由であった。そのことを前提に、戦時であっても交戦国が遵守すべきルールを定
めた戦時国際法が発達した。これは戦争中のルールを定めたものである以上、戦争の存在を前
提としたものだ。しかし、第二次世界大戦後、戦争は違法化される。それにも拘わらず、なぜ戦時
国際法が存立し得るのか。その妥当根拠は問い直されなければならないのではないか。本書は、
以上のような問題を指摘している。
　「研究において物事の細部を見ることは非常に重要ですが、他方で本書が示しているような
巨視的な視点をもっておくことも同様に重要だと思います。国際法の研究を志す人には是非一
度は読んで欲しい一冊です」と院生へメッセージを送った。

和仁  健太郎 准教授

■ 石本泰男『国際法の構造転換』有信堂、1998年

「社長の書棚―決断を支える一冊―」
　　　　　　　　　　　　松繁寿和・関西生産性本部編著 〈生産性出版、2011年〉

　経済学の古典的な整理によれば、確率で表せる「リスク」と、確率的予測さえも成り立たない「不確実性」は概
念上区別される。例えば、将来の行動に係わる意思決定は後者の典型である。まして社長ともなれば、より社会的
影響の大きい組織的な意思決定を担わなければならない。大きな責任を背負って不確実性と対峙するとき、社長
は何を拠りどころとして考え、決断を下すのだろうか。
　本書は、39名の社長に愛読書についてインタビューを行い、読書への思いを通じて社長としての姿勢の一端を
聞き取ろうとしたユニークな試みである。挙げられている書籍は古典的名著から最近の小説まで様々だが、本書
ではそれらを歴史書、格言集、小説、教養書、経営書に大別して、それぞれに共通する傾向を見出そうとしている。
　それらを敢えてまとめるならば、まず見えてくるのは、より広く高い視座を求める姿である。例えば歴史書を挙げ
た社長たちの言葉からは、歴史上の興亡と企業の盛衰を重ね合わせ、大局的な流れとその中での個人の役回りを俯瞰的に捉えようと
する姿勢が浮かび上がってくる。小説は歴史や政治関連の作品が多く挙げられているが、これも、いわばモデル化された仮想世界の
動きを客観視できる点が好まれている。あるいは教養書を繙き、学問的領域との類比からより本質的なヒントを得ようとする社長もいる。
　もう一つは、組織の長としての自己のあり方を整えようとする姿である。経営者としての機能を担う以上、ドラッカーの経営書や著名な
経営者の自伝的作品などが挙げられるのは当然であろう。しかし、そのよう
な比較的実践に近い書籍ばかりではなく、箴言や格言の類を挙げる社長も
また多い。組織の人的側面はかならずしも論理的に片付くものではない。そ
の頂点に立つ社長が一個人としての己のあり方を律しようとするとき、おの
ずと先人が遺した道理や倫理に心が向かうのだろう。
　本書に収められた社長たちの言葉からは、日常の読書からも何事かを
学び取ろうとする強い姿勢が窺い知れる。では、現在の立場がそうさせて
いるのか。この点、本書の後書きにある社長たちのキャリア観もまた示唆的
である。彼らの多くは異口同音に、たとえ将来展望が描けないような瑣末な
仕事や不本意な配置であっても、より高い視座から考え誠実に努力を重ね
ることで新たな地平が拓けた、ただし、それは後から振り返ったときに初め
て納得できたと述懐したという。社長に就任したからというわけではなく、常
にその姿勢で臨んできた人材が社長の座に到達していると 考えるべきな
のだろう。
　社長に限らず万人にとって将来は不確実である。いくら事前にキャリアプ
ランを立てたところでそれは避けられない。ならば、むしろ展望が見えない状
況での立居振る舞いこそが、実はその後の人生の帰趨を分けるのかもしれ
ない。愛読書から垣間見える社長たちの姿勢は、そうしたことを様々考えさ
せてくれる。思考のよい刺激となる一冊である。

柿澤寿信（デロイトトーマツコンサルティング株式会社マネジャー）

■ 編集後記 ■
　日本語で記事を書き、憧れのカメラ機種を使用して取材できた
ことなど初めての経験ばかりで、記念となりました。  張晨鳴（M1）

　取材することで、自分の興味や関心も広がり、とても良い機会と
なりました。　　　　　　　　　　　　　　 西嶋桃子（M1）

◆国連政策研究センター（CUNPS）セミナー◆
　CUNPSセミナーが下記の通り行われた。
▼10月４日　岸田典子氏（IOMナイロビ事務所、
OSIPP博士後期課程2年）「IOMと私の仕事」

▼10月14日 米川正子氏（宇都宮大学国際学部特
任准教授・元UNHCRゴマ事務所長）「アフリカの
紛争解決と平和構築を志す人へのメッセージ―
現場での人道支援活動を通して」

▼11月４日、７日、12日、13日　川端清隆氏（国連本部
政治局政務官）「国際連合システム論」

編集・発行
OSIPP広報・社学連携委員会・ニューズレター編集部
〒560－0043 大阪府豊中市待兼山町1－31, 
大阪大学大学院国際公共政策研究科内, TEL 06－6850－5202,
E－mail：newsletter11@osipp.osaka－u.ac.jp
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